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図－5鵜川本流におけるKO3-濃度の変化
5まとめ
近年,化石燃料の燃焼に伴って発生する窒素酸化物の増加により，大気環境では都市大気
汚染の原因となるとともに，湿性・乾性沈着により水圏では富栄養化が，土壌圏では窒素
飽和現象が懸念されている．窒素飽和現象は植物や微生物が必要とする以上の窒素が大気
から負荷されることにより，生態系内を循環する窒素量や窒素の無機化，硝化速度が増大
し,植物の非生長期に,さらに生長期においても窒素の渓流水への流出が増加する現象とさ
れている．
本研究では，近い将来治水ダム建設により水質の変化も予想されている新潟県柏崎市を
流れる鵜川の上・中流域における硝酸イオン濃度の現状と季節変化の実態を把握し窒素飽
和現象の可能性について考察する目的で，河川水試料は2009年6月から2011年2月まで
の間毎月1回同一日に採水し,硝酸イオンを含む主要な溶存成分とアルカリ度を測定した．
また,比較のため降水試料を同期間に週毎に捕集し同一項目について分析した．その結果，
硝酸イオンは冬季に高く，夏季に低下する季節変化が明確であるが,生物活動が活発な夏季
にも0.5-1.5mg/L程度検出されており鵜川水系集水域において窒素飽和現象も否定しえな
いことが判明した．
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